
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
顔
色
も 

脈
も
見
な
い
で 

検
査
室
）
（
薄
型
を 

先
取
り
し
た
の
は 

頭
だ
け) 

（
気
が
つ
け
ば 

手
綱
に
化
け
た 

赤
い
糸
）
（
休
日
も 

家
の
雑
用 

休
み
な
し
） 

 

事
務
局
か
ら
第

60
回

地
協
委
員
会
以
降
の
活
動

報
告
と
し
て
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
関

係
や
平
和
関
連
各
事
業
実

行
委
員
会
内
容
等
に
つ
い

て
報
告
が
な
さ
れ
た
。 

 

続
く
審
議･

予
定
事
項

で
は
、
平
和
関
連
事
業
の 

 

平
成

22
年
度
北
方
領

土
返
還
要
求
新
潟
県
民
会

議
総
会
・
県
民
大
会
が
、

７
月

10
日(

土)

新
潟
市

で
開
催
さ
れ
た
。 

 

近
藤
会
長
か
ら
、
運
動

を
進
め
る
に
あ
た
り｢

年

配
の
方
に
は
理
解
が
さ
れ

て
い
る
が
、
継
続
し
て
運

(1)第684号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協    毎月3回(1日･11日･21日発行)2010年7月21日 

も
い
を
忘
れ
ず
政
策
提
言

を
追
求
し
た
い
。
平
和
運

動
へ
も
積
極
的
に
関
っ
て

い
き
た
い｣

旨
の
挨
拶
が

な
さ
れ
た
。 

 

幹
事
会
開
催
に
あ
た

り
、
矢
島
議
長
か
ら｢

参

議
院
選
挙
は
結
果
と
し
て

受
止
め
た
い
。
我
々
は
地

域
の
勤
労
者
代
表
と
の
お

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

ス
に
分
け
、
史
跡
を
巡
り

な
が
ら
清
掃
活
動
と
郷
土

史
研
究
会
員
か
ら
解
説
を

聞
き
、
ゴ
ー
ル
予
定
の
平

和
の
森
公
園
ま
で
市
内
を

巡
る
内
容
だ
。
ゴ
ー
ル
地

で
は
長
岡
花
火
に
詳
し
い

方
か
ら
花
火
の
構
造
や
長

岡
花
火
の
謂
れ
等
に
つ
い

て
講
演
を
予
定
。
昼
食
に

は
発
芽
玄
米
お
に
ぎ
り
と

ト
ン
汁
が
用
意
さ
れ
る
。 

 

連
合
中
越
は
、
事
業
開

始
当
初
か
ら
運
営
主
体
と

な
っ
て
関
っ
て
き
た
。
特

に
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
は
列
島

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

活
動
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。 

 

ま
た
、
来
年
は

15
回

目
節
目
を
迎
え
る
。
そ
の

事
業
内
容
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
さ
れ
、
柿
川
沿
い

桜
の
老
木
化
へ
の
貢
献
活

動
が
話
さ
れ
た
。 

と
実
施
大
綱
等
に
つ
い
て

討
議
さ
れ
、
実
施
日
は

10
月
２
日(

土)

午
前
中

で
決
定
し
た
。
内
容
は
、

南
町
公
園
に
集
合
し
て
出

発
。
長
岡
市
内
を
４
コ
ー

 

 

柿
川
に
親
し
む
会
は
、

今
年
で

14
回
目
を
迎
え

る｢

柿
川
周
辺
清
掃
と
歴

史
探
訪
の
集
い｣

実
行
委

員
会
を

15
日(

木)

18
時

30
分
か
ら
長
岡
市
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。 

 

会
議
で
は
、
開
催
日
時

 

連
合
中
越
は
幹
事
会
終

了
後
、
横
澤
副
議
長
を

キ
ャ
ッ
プ
と
す
る
地
協
政

策
委
員
会
を
開
催
し
た
。 

 

委
員
会
で
は
、
平
成

23
年
度
自
治
体
要
望
事

項
策
定
に
向
け
た
対
処
方

針
を
意
見
交
換
し
た
。 

 

要
望
書
は

10
月
を
目

処
で
提
出
す
る
こ
と
と

し
、
８
月
末
原
案
策
定
に

向
け
各
産
別
・
単
組
の
要

望
把
握
を
確
認
し
た
。 

 

藤

氏

を

講

師

に

招

き

『
プ
ー
チ
ン
・
メ
ド
ベ
ー

ジ
ェ
フ
体
制
と
北
方
領
土

交
渉
』
の
演
題
で
講
演
が

あ
り
、
過
去
の
交
渉
か
ら

現
在
の
ロ
シ
ア
情
勢
、
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
な
ど

幅
広
い
内
容
の
講
演
が
な

さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
実
際
現
地
交

流
訪
問
に
参
加
し
た
２
名

の
方
か
ら
、
現
地
の
写

真
、
ま
た
感
想
も
交
え
な

が
ら
報
告
が
さ
れ
、
最
後

に
、
大
会
決
議
に
て
早
期

返
還
へ
向
け
活
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
参
加
者
全

体
で
確
認
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
(

斎
藤
副
議
長) 

平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
や

な
が
お
か
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
具
体
的
な
実
施
体

制
、
連
合
新
潟

20
周
年

ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
の
取
り
組

み
、
連
合
中
越
労
働
教
養

文
化
講
座
な
ど
に
つ
い
て

意
思
統
一
が
な
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
各
支
部
に
お
け

る
平
和
関
係
行
事
に
つ
い

て
も
報
告
が
な
さ
れ
、
今

夏
の
平
和
関
連
事
業
の
展

開
と
各
支
部
年
度
末
決
算

処
理
の
日
程
な
ら
び
に
総

会
議
案
審
議
日
程
を
確
認

し
た
。 

動
を
進
め
る
に
は
若
い
人

た
ち
へ
の
問
題
の
認
識
、

理
解
が
大
切
で
あ
る｣

と

課
題
を
表
明
さ
れ
、
政
権

が
変
わ
り
、
法
律
に
北
方

領
土
の
こ
と
が
う
た
わ

れ
、
一
日
も
早
い
領
土
返

還
を
求
め
た
い
と
挨
拶
さ

れ
た
。 

 

活
動
に
つ
い
て
は
、
パ 

ネ
ル
展
は
も
ち
ろ
ん
、
課

題
と
さ
れ
て
い
る
若
年
層

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

教
育
関
係
者
、
青
少
年
の

北
方
四
島
交
流
訪
問
事
業

等
の
確
認
が
さ
れ
た
。 

 

総
会
後
の
県
民
大
会
で

は
、
モ
ス
ク
ワ
日
本
大
使

館
参
事
官
も
務
め
た
、
元

東
京
経
済
大
学
教
授
の
兵 
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第
９
回
連
合
中
越
地
協
幹
事
会 

平
和
関
連
事
業
な
ど
を
審
議 

第
３
回
政
策
福
祉
担
当
者
会
議
で
自
治
体
要
望
意
見
交
換 

連
合
中
越 

第
３
回
政
策
委
員
会
開
催 

連合新潟結成20周年記念 
日時 8月8日(日)13:30開場 14:00～     

演題 ｢労働と雇用から見た 

         日本社会の展望｣ 

講師 金子 勝氏(慶応義塾大学教授) 

会場 新潟市万代市民会館６Ｆ 詳細裏面 

平
成
22
年
度
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動 

新
潟
県
民
会
議
総
会･

県
民
大
会
開
催 

 

連
合
中
越
は
、
第
９
回
地
協
幹
事
会
を
７
月

14

日(

水)

18
時
30
分
か
ら
開
催
し
、
第
60
回
地
協
委

員
会
以
降
の
一
般
活
動
報
告
な
ら
び
に
、
平
和
関
連

事
業
等
を
は
じ
め
と
す
る
当
面
の
活
動
に
つ
い
て
審

議
が
・
確
認
が
な
さ
れ
た
。 

 

先
日
、
無
料
化
実
験
区
間
の

日
本
海
東
北
自
動
車
道(

荒
川
胎

内
～
新
潟
中
央
Ｊ
Ｃ
Ｔ)

を
通
っ

た
。
平
日
で
あ
り
渋
滞
は
無

か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
数
珠
つ

な
ぎ
に
走
っ
た
。
す
れ
違
い
の

車
も
増
え
、
効
果
も
出
て
い
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
気
の
せ

い
か
▼
目
的
は
、
重
要
港
湾
か

ら
の
物
流
コ
ス
ト
引
き
下
げ
、

観
光
振
興
と
観
光
圏
の
連
携
促

進
、
並
行
一
般
道
の
渋
滞
緩
和

だ
と
し
て
い
る
。
走
行
区
間

は
、
物
流
コ
ス
ト
引
き
下
げ
と

観
光
分
野
に
成
果
が
期
待
さ
れ

て
の
こ
と
▼
国
土
交
通
省
が
７

日
発
表
し
た
内
容
に
よ
れ
ば
、

無
料
化
実
験
区
間
の
交
通
量
は

平
均
し
て
１･

77
倍
程
度
増
え

て
い
る
。
新
発
田
市
内
の
渋
滞

箇
所
で
も
、
渋
滞
が
解
消
さ
れ

る
な
ど
の
効
果
が
報
告
さ
れ
た

▼
沿
線
に
与
え
る
影
響
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
あ
る
観
光
施
設
で

は
、
無
料
化
前
の
来
場
者
数
か

ら
大
幅
に
増
え
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
一
方
で
、
並
行
す
る
沿
線

の
施
設
で
は
来
客
数
半
減
と
い

う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
だ
▼

お
そ
ら
く
観
光
面
で
は
、
目
的

地
直
行
に
利
用
す
る
タ
イ
プ
が

多
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
魅
力

あ
る
目
的
地
化
に
す
る
努
力
も

必
要
だ
▼
こ
の
社
会
実
験
は
、

平
成

23
年
３
月

31
日
ま
で
行

わ
れ
る
。
目
的
と
効
果
が
全
て

達
成
な
ら
言
う
事
無
し
だ
が
、

以
前
の
よ
う
に
政
府
に
都
合
の

良
い
発
表
で
は
、
地
域
の
衰
退

が
心
配
さ
れ
る
。 

≪№16≫ 

   東蔵王２ 事務局長 

小林 守 

柿
川
に
親
し
む
会
実
行
委
員
会 

第
14
回
柿
川
周
辺
清
掃
と
歴
史
探
訪
の
集
い 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
汚
れ
る
と 

キ
ッ
チ
ン
使
わ
ぬ 

我
が
女
房
）
（
カ
ー
ナ
ビ
の 

案
内
相
手
に 

口
げ
ん
か
）
（
我
が
家
で
は 

妻
の
刺
客
が 

娘
な
り
）
（
水
飲
め
と 

昔
貧
乏 

今
健
康) 
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連合十日町支部だより 

 ◎平和の森コンサート   7月31日 18：30～20：30 
                 場所：平和の森公園 

 ◎非核平和都市市民の集い 8月1日 8：00～8：30 
                 場所：平和の森公園 

 ◎市民におくる映画の集い 8月1日 9：00～10：30 
                 場所：中島コミュニティセンター 

 ◎ながおか平和フォーラム 8月1日 13：30～16：00 
                 場所：リリックホール 

平
和
運
動
関
係
行
事 

平
和
運
動
関
係
行
事 

 ６月９日㈬午後６

時30分より、連合十

日町支部ほか主催に

より、情報館で標記

講演会が開催され、

約６０名が参加しま

した。 

 中条第二病院の有

田正知先生より「う

つ病と自殺の予防にできること」と題し、以下の内容の御

講演をいただきました。 

うつ病者の家族がすべきこととしては、①うつ病になっ

たからといってもうつ病者への態度を変えない。②安易な

励ましはしない。③考えや決断を求めず、重要な決定は先

延ばしにする。④服薬を非難しない。⑤家族が笑顔でいら

れるようにストレスをためない等が重要である。 

 自殺に関しては、もし人から自殺を打ち明けられた場合

には、①誰でもいいから自殺を打ち明けたのではないこと

を認識する。②相手は生と死の間で揺れ動いていると認識

する。③時間をかけて相手の話を傾聴する。④話の中で沈

黙を共有してもよい。⑤悩みを理解しようという態度を伝

える。⑥聴いたうえで自殺以外の他の選択肢を示す等で対

処しなければならない。 

 大変参考になる講演会となりました。 

●メンタルヘルス講演会を開催● 




